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１ はじめに  

石棺系装飾古墳は、装飾古墳の一つとして分類されている。最も古いとされる石棺系装飾古墳は４世紀末頃

に発生したと考えられている。その特徴は、石棺に直弧文や円文などの装飾を浮き彫りまたは線刻で表現した

ものである。 

大正時代に京都帝国大学による装飾古墳の調査により全国で知られるようになった装飾古墳は、その発生

について議論がなされている。ここではその発生について言及しないが、全国に 700 基余りが確認されている

装飾古墳の中でも、この石棺系装飾古墳については、早い段階（4 世紀末）で出現しているが、6 世紀に入ると

いくつかの例を残し減じていく。 

今回は、平成 28年に研究紀要第 14集で報告した全国の装飾古墳一覧（中間報告）以降に調査収集したデ

ータを見直す中で、石棺系装飾古墳についてまとめるものである。 

２ 石棺系装飾古墳の起源 

  日本における石棺系装飾古墳の初源は大阪府柏原市にある安

福寺境内石棺写真①（伝玉手山３号墳）※１であるとされる。４世紀末に比

定されるこの石棺は、棺蓋の側面周囲を直弧文で装飾している。 

３ 石棺系装飾古墳の分類 

 石棺系装飾墳の定義については前節で述べているが、ここでは

そのなかを更に分類する。まず、埋葬形態は石棺直葬と竪穴式ある

いは横穴式石室に納棺する 2種類に分ける。この理由は、古墳が造

られた時期に大きく影響されると考える。石棺直葬は古い埋葬形態

である。一方で竪穴式石室や横穴式石室に納棺するものは追葬が

可能な葬送であることから、装飾自体が追刻の可能性は否定できな

い。 

次に装飾の部位のよる分類である。石棺の蓋あるいは身の外面に装飾が施

されるものと蓋の裏面や石棺の内側（内面に装飾が施されるものに分類でき

る。この両者には大きな相違がある。棺の外面は、埋葬後も視認されることを意

識していると考えられ、棺の内面は、被葬者（死者）に向けてのものと考えられ

る。 

このように、一概に石棺系装飾古墳といっても、装飾文様や位置により、その

意味が異なると考えられる。を想定したうえで、あらためて石棺系装飾古墳の

分類を検討する。 

４ 石棺系装飾古墳の時代的変遷と伝播 

装飾古墳の初源のひとつにこの石棺系装飾古墳があるとする説は一般的で

ある。八代海沿岸部の箱式石棺に装飾が登場するのは５世紀に入ってからであ

り、初期の石棺系装飾古墳は４世紀末には登場していると考えられている。その

中で４世紀後半の安福寺境内石棺※１がある。この石棺は上蓋の側面を廻るよう

に直弧文を線刻している。吉備の源流をもつとされるこの直弧文を装飾している

ことが特徴である。この他に４基の石棺系装飾古墳がり、いずれも福井県内にあ

り、近畿から福井に至る流れがあることは明確である。その中でも福井市にある

小山谷古墳の船形石棺蓋の上面の両側に鏡と考えられる円文が８個宣告され

ていることに注目したい。 

写真①安福寺境内石棺（伝玉手山３号墳）  

図１ 棺蓋外に装飾をもつ 

図２ 棺蓋内に装飾をもつ 

に装飾をもつ 
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次に５世紀の前半から中ごろにかけて、北部九州や北陸において石棺系装飾古墳が造られる。八代海沿岸

部においても、５世紀の前半には箱式石棺の内面に円文や武具類などを描いた石棺系装飾古墳が登場する。

熊本県上天草市大矢野町の広浦古墳や八代市大鼠蔵東麓 1 号墳などである。広浦古墳では鏡を模した円文

の他に大刀などが、また大鼠蔵東麓 1 号墳では同心円文とともに大刀、弓、靱（ゆぎ）、短甲などが浮彫で表現

されている。これらは死者をおさめる箱式石棺の内部に装飾を描いており、先にあげた石棺の上蓋など外面に

装飾を施した意味とは全く異なる考えである。このように棺身の内面に描かれる意味は副葬品と考えられる。こ

の系譜は同じく八代海沿岸部の竹ノ内古墳石棺などに引き継がれていく。 

一方で 5 世紀中に造られたとされる福岡県八女郡広川町の

石人山古墳写真②では横穴式石室に家型石棺を納めており、そ

の上蓋に直弧文と同心円文代を浮彫で装飾している。これらは

安福寺境内石棺の系譜を引き継いだものと考えられ、熊本県氷

川町の大王山古墳などがそれに続く。 

５世紀の後半に入ると福岡県や佐賀県、熊本県では県北部

において石棺系装飾古墳が造られるようになる。熊本県宇城市

不知火ある鴨籠古墳では家形石棺の上蓋に直弧文や円文、連

続三角文などを浮彫で表現しており、類例としては、島根県松

江市丹花庵古墳写真③の長持形石棺などがある。 

九州以外では、岡山県備前市鶴山丸山古墳において竪穴式

石郭に長持形石棺を埋納しており、その棺蓋の両側に3つの家

屋文の間にそれぞれ 2個ずつの円文を装飾している。類例とし

て４世紀末とやや時代をさかのぼって福井市の小山谷古墳があ

る。 

６世紀にはいると安福寺境内石棺の系譜は減少していく。ま

た八代海沿岸部で発生した箱式石棺の内面に装飾を描く石棺

系装飾古墳は、石棺系から石障系へと埋葬施設の形態変化に

より消失していくと考えられる。 

熊本県では山鹿市や八代市などで石棺系装飾古墳がわず

かに残っていくが、そのほかの地域でも散発的に作られている

に過ぎない。その中でも注目されるのが、奈良県御所市の水泥

南古墳である。横穴式室に納められた家形石棺の縄掛け状突

起に線刻された鋸歯文は「破邪」を意識して描かれたものと考えられ、安福寺境内石棺の系譜が続いているこ

とを裏付ける例と考えられる。 

５ 石棺系装飾古墳の分類とその系譜 

 ４章で石棺系装飾古墳の系譜について述べた点を整理する。まず石棺系装

飾古墳の初源として畿内で作られた安福寺境内石棺に代表される石棺の上蓋

など外面に装飾を施すものがある。次に八代海沿岸部で造られた箱式石棺の

内面に装飾を施すものの二つに分類される。このうち前者については、北陸

地方や北部九州にその系譜をたどることができる。一方、八代海沿岸部で始ま

った石棺系装飾古墳は、その埋葬形態が石棺から石障系横穴式石室へと変

化することにより消失していく。 

 このように石棺系装飾古墳は、その発生する地域と形態により、装飾を施す

意味が異なる装飾古墳である。その意味でもこの石棺系装飾古墳の造られた

場所や世紀を検討することは、装飾古墳を考えるうえで非常に重要な意味を持

つ。 

 次章では装飾の部位とそこに込められた意味について述べたい。 

写真②石人山古墳石棺 棺蓋 

写真③丹下庵古墳石棺 棺蓋 

図３ 棺身外に装飾をもつ 
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６ まとめ 

  装飾古墳館では開館以来装飾古墳の調査研究を続けてきている。平成７年

の【全国の装飾古墳１】宮崎県の装飾古墳地下式と横穴墓を皮切りに、全国の

装飾古墳の企画展を開催してきた。これらの企画展に伴う調査研究に加え平成

２９年度に各県に照会をかけ、全国の装飾古墳一覧（中間報告）をまとめてき

た。それらの基礎資料を再考する中で石棺系装飾古墳について、もう一度新た

な視点で考察する必要が生じてきた。その結果を表①にまとめてみた。 

 その結果、石棺系装飾古墳と分類できるものが４３基ある。その多くは熊本県

であるが、近畿や中国、北陸に見ることができる。また図１から４にかけて石棺

に施された装飾の位置を地図に落とし込んでみた。 

  この結果から、棺身内に装飾をもつものは、九州の熊本に集中して存在する

こと、棺身外は佐賀県、福井県でのみ存在すること、棺蓋外は大阪府、奈良県、福井県、愛知県、福岡県、熊本

県、佐賀県、大分県に及ぶ。棺蓋内に装飾を持つものは熊本県で２例のみである。 

  以上、石棺系装飾古墳の概要と装飾する部位の分布についてまとめてみた。今後の調査研究により更なる

装飾古墳の謎を解明する一助となることを期待して考察を終わることとする。 
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